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現実の性能 
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現実の性能 
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性能向上率 ＝ 時間比 
     ＝ (P+S) / (P/N)+S  
     ＝ 1 / (P/N)+(1-P) 
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アムダール 
の法則 



性能の限界 

• アムダールの法則により、 

–並列数Ｎを無限大にしても 
 得られる最大性能向上率 ＝ 1 / (1 ー P) 
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並列部分の比率 Ｐ 

向上率 

80%並列化できても 
最大5倍にしかならない 

スパコンで何万ノードと 
言っても 

簡単に何万倍に速く 
なるわけではない 



性能の限界のまとめ 
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並列部分の比率 Ｐ 

向上率 
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